
  
口語訳：このように、いつまでも存続するものは、信仰と希望と愛と、この三つである。このうちで最も

大いなるものは、愛である。 
  
聖書協会共同訳：それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残ります。その中で最も大い

なるものは、愛です。 
  
回復訳：こういうわけで、永存するものは、信仰、希望、愛、この三つです．そして、その中で最も大い

なるものは愛です。 

→信仰は、神聖な事柄を受けて(ヨハネ 1:12)、霊的で見えない事柄を実体化します(ヘブル 11:1)。希望

は、信仰によって実体化された事柄を刈り取り、それにあずかります(ローマ 8:24～25)。愛は、信仰に

よって受け入れられ、実体化され、希望によってあずかった事柄を享受します。それは、わたしたちを養

い、人を建造し(Ⅰコリ 8:1)、神を表現し、こうして律法全体を満たす(ローマ 13:8～10)ためです。この

ような愛は、霊的賜物の発展と運用のために、わたしたちを命において成長させます。そしてそれは、さ

らに大いなる賜物を持つ最も卓越した道です。こういうわけで、三つの永存する美徳のうち、愛は最も大

いなるものです。ですから、わたしたちは愛を追い求めなければなりません(Ⅰコリ 14:1)。 

 

【参考】 昔、キリシタンは「愛」のことを「ご大切」と言っていた 

昔、キリシタンの人々は、「愛」のことを「ご大切」と言っていました。 

当時、「愛」や「愛する」という言葉は、親が子に、男性が女性に対する行為について用いられ、相手を

対等な人間として認め尊重するものではなく、「かわいがる」「もてあそぶ」という意味で使われました。

そのような理由から、キリストの教えである「愛」（アガペー）を宣教師は、「ご大切」（＝大切に思ふ）

という言葉に訳しました。 

キリスト教の最大のテーマである愛は、「アガペー」（agápē 神の人間に対する「愛」）です。  

「神は愛です」（ヨハネの手紙一 4:8b） 
  
聖書（新共同訳）に「愛」という言葉は、全部で 645 個出てきます。その中で、「神の愛（アガペー）」は

10 箇所の聖句に出てきます。 
  
聖書では、愛とは神様の本質であり、見返りを求めずに無償で相手に尽くすものであり、忍耐、謙遜、信

仰を伴うものであることが明確に記されています。 

ギリシア語には「愛」を表現する言葉が次の四種類あります。 

・ア ガ ペ ー：真の愛、無条件の愛(古代ギリシアではあるものを他よりも優遇する愛) 

・ストルゲー：家族愛、親子愛 

・フ ィ リ ア：隣人愛、連帯感の愛(古代ギリシアでは友人の友人に対する愛) 

・エ ロ ー ス：性 愛、本能・肉体的な愛(古代ギリシアでは自己を充実させる愛)  

 



【参考】 神の本質は愛であり、イエス・キリストを通して愛が示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


